左に 土間、 土間に つづいて 台所の 右 は 八 畳の 居 

間、 畳 も 柱 も 黒く 光って いる。 入口の 柱に は、 

金比羅 大神宮の 大 なる 札 を 貼って いる。 その 札 

も、 黒く くすぶつ ている。 八 畳の 奥 は 部屋の あ 

る こと を 示して いる。 家財 道具 は ほとんど なし- 

かぎ 

母屋の 左に 接近して、 一 棟の 建物が ある。 画ら 

れて、 牛小屋と 納屋と になって いる。 牛 はいな 

ヽ 

レ 

幕 開く。 甚 作と 甚 三と が、 家の 前庭で、 「前搔 き」 

と 称する 網 を 繕って いる。 (方形の 形 をして 柄 

が 付いている。 小 溝の 鮒 や 泥鰌 を 掬う に 用いる 



もの) しばらく すると、 母のお きんが、 母屋と 

牛小屋との 間から、 大根 を 二 本 さげて 出て くる。 

冬の 日の 黄昏 近し。 

おきん 畜生！ また 大根 を 二、 三本 盗み やが つた！ 

作、 今度 見つけたら 背骨の 折れる ほど、 どやし つけ 

て やれ！ どこの どいつ やろう。 

甚作 新田の 権が、 昨日 夕方 裏の 畑のと ころ を、 うろ 

うろして いたけ に、 あいつ かも 知れん ぞ。 飢饉で 増 

えたの は 畑 泥棒ば かりじ や。 

おきん 大根 やって、 今年 は 来の 飯よりも 大事 じ や。 



くいもの 

百 本ば かり ある 大根が、 冬 中のお もな 食物 じ やけに 

な あ。 

か あ くいもの 

甚三 お 母、 木 律の 藤 兵 衛の家 じ やもう 食物が 尽きた 

けに、 来年の 靱 種にまで、 手 を 付けた という ぞ。 

おきん 藤 兵衛が 家で け。 ええ 気味 じ や。 藤 兵衛の 

かか あ 

擤め、 俺が いっか 小豆 一升 貸せい うて 頼んだ のに、 

貸せん というて はねつけ やが つた ものな。 

(おきん、 台所へ 入り 水 を 汲んで 大根 を 洗つ 

ている。 隣家の 老婆、 およし 入って くる。 ぼ 

ろぼろ の 着物 を 着て、 瘠せ はてて いる) 

およし 甚 作さん たち、 何して いるんで や。 



、ゝ o 

レ 力 

およし そうじゃ、 そうしゃ。 わし もな、 お救い 小屋 

のお 粥 を もろうた がな あ。 ひどい 飢饉 じ やった けれ 

どもな、 今度 ほど は 困らなかった ぞ。 みんな、 お 上 

がよ かった から じ や。 御 家老 様が、 偉い 御 家老 様 

だった でな。 お 蔵米 を 惜しげ もな くお 下げに なった 

のじ や。 

甚三 今度 は、 お 蔵 来 どころ か、 こちら を、 逆さに し 

て 鼻血まで、 搾り 出そうと している。 

およし わし もな あ、 長生きした おかげで、 食う や 飲 

まずの 辛い 目にあう ことじ や。 



(ふと、 この 家に 来た 用向きに 気がついて、 

いいにく そうに) おきん さん。 わしゃ、 お頼みが あつ 

て 来たん じ やが な。 

おきん (すぐ 警戒す るよう な 顔 をして) 何 じ や！ 

およし あのな、 えらい いいにくい 頼み じ やが な。 お 

前と この 大根 を、 一 本 貸して もらえん かな。 

おきん (黙って いる) …… 。 

およし 村 中で、 みんな 羨ん どる。 おきん さんと ころ 

じ や、 よう 大根 作った いうて な。 飢饉で 何もで きな 

かった のに 大根 だけ はよう できた。 おきん さん は、 

よう 気が つ いたいう てな。 



おきん (大根 を 大切そう に 包丁で、 切りながら) お 

ぬしに は、 この 朔日 にも 一本 貸して やった な。 

およし ああそう そう。 わし もよう 覚えて いるで な。 

御 時世が ような つたら、 十倍に も 百倍に もして 返 そ 

うと 思つ と るん じ や。 じ やけどな、 おきん さん、 わ 

し はたびた び 無心い いとう はな いんじゃ けどな、 家 

の 爺が な、 一一、 三日 前から、 病い ついて な。 …… 

わずら 

食う もの も 食わん のじ やけに、 病い つくの も 当り 

前 じ やが な。 それでな、 青物が 食いたい 食いたい い 

うて 口ぐ せの ようにい うとる のでな。 何ぞ、 食べら 

れ るよう な 草が あるかと 思うて な、 野 面 を 走り回つ 



たけれ ども、 冬の 真ん中 じ やで 何もな いんじゃ。 わ 

しの 亭主、 助ける と 思うて な。 大根 一本 融通して く 

れんかな。 御 時世が 直ったら な。 十本に でも 百 本に 

でもして 返す けにな …… 。 

おきん (黙って 大根 を 鍋に 入れる) …… 。 

およし な あ、 おきん さん、 わした ち、 助ける と 思つ 

てな。 

おきん (冷然と して) まあ、 堪忍して もらおう けな 

およし (おどろいて) ええ 何 やと。 

おきん 御 時世が 直って、 大根 を 一車 返しても らうよ 

り、 今の 一 本の 方が 大事 じ やけに な。 



およし (弱々 しき 反抗で) えろう まあ、 無慈悲な こ 

と をい うのう。 

おきん いわいで かのう。 この 時節に、 食物の ことで 

は、 親子 兄弟で もな、 血眼に なつと るん じ や。 

およし 大根 一本が、 それほど 惜しい かのう。 

おきん ふ ふむ。 何 いっている だ。 おぬしの 方が、 そ 

れ ほど 欲しがつ ている じ やない か。 この頃で は甚吉 

の 家の 大根い うてな、 みんな 評判して な。 一 本で も 

うちじゅう 

二 本で も 盗もうと して るん じ や。 家中、 代り番こに、 

ねず 番 しと るん じ や。 一朱銀の 一つ も 持って くるが 

ええ。 大根の 一本 や 二 本 くれてやる けにな。 



およし (憤然として) 人情 を 知らん のに も ほどが あ 

るのう。 

おきん 何い つてる ぞ。 この 時節に、 人情 だの 義理 だ 

の いっとる と、 乾干しに なって 死んで しまう わ。 

もと つ 

本 律の 義太郎 を 見い な。 米俵、 山の ように 積んで 

あっても、 一 合一 勺 だって こっちに 恵んでくれ たか 

のう。 一 石 百 五十 匁 もしたら、 売ろうと 思つ と るん 

じ やない か。 こち とらの ような、 水 呑 百姓が 大根 一 

本 だって、 人に くれられ るけ。 無駄口 利かん と、 早 

う 帰ったら ええ わ。 

甚作 (見 かねて) おつ 母。 そな な 無愛想な こと をい 



わんで、 一 本ぐ らい 貸して やれな。 まだ 一 みね は 

あつたん じ やない か。 

おきん 何、 いらん こと をい うの じ や。 みんなお 前た 

ちが 可愛い けに、 大根の 一本 も 惜し むん じ やない か。 

ぐずぐず いわんと、 早う 出かけて 泥鰌の 一 匹で もよ 

けい 取って来い。 

甚三 甚作 行こう。 およし 婆 さ。 家のお つ 母、 一刻 者 

じ やけに、 いい 出したら、 後へ引かん けにな、 今日 

は 諦めて 帰る とええ わ。 

およし 何が、 一 刻 者 じ や。 生死 塚の ばばあの ように、 

欲の 深い やつ じ や。 (帰り かけて) 今にみ ろ、 あたし 



たちが 飢えて 死ぬ ときには、 うんと こさと 呪って や 

るから な。 

おきん ええ わ。 なん ぼな と 呪え。 おぬしの ような お 

いぼれ に 呪われた つて、 何の 悪い ことがある もんけ。 

およし 業つ くばば め。 

おきん おいぼれめ。 おぬした ち 早う 飢えて 死ねよ。 

それだけ、 穀が のびて、 他の 者が 助かる わ。 

およし (口惜しが つし) 女子の くせに、 よう 無慈悲 

な ことが いえるな。 ええ わ、 ええ わ。 今に 思い知ら 

せて やる けに。 (退場す る) 

おきん この 大根と 粟と で、 春まで 命 をつな ぐんじ や。 



一本 だって、 他人に やって 堪 るけ。 

かまど 

(大根 を 入れた 鍋 を、 竈に かけ 火 を 点ける) 

甚三 じ や、 おつ 母、 行って 来る ぞ。 

おきん ああ 行って 来い！ 

(二人の 兄弟、 「前搔 き」 と 魚 籠と を 持って 出 

て 行く。 入れ違いに 村人 勘 五郎、 慌 しく 入つ 

てく る) 

勘 五郎 おきん さん。 甚吉 どん はおらん かのう。 

おきん おらん。 今朝、 早う からな、 落 松葉 をな、 お 

城下へ 売りに 出た よ。 

勘 五郎 落 松葉 を、 うむ、 そな な もので も 金になる け _ 



はしお か 

勘 五郎 それでな、 もう 端 岡まで は 来と る、 いう 噂 じ や 

けに、 この 村で も、 加担す るか 加担 せんか、 今のう 

ちに 定めと こうてい うてな、 八幡 さまで、 村の 若い 

衆の 集りが あるの じ や。 

おきん 恐ろしい ことにな つたのう。 

勘 五郎 一揆 もええ がのう、 後が 悪い からのう、 あん 

まリ、 有頂天に なって やっとる と、 後で I 磔じ やか 

ら のう。 

おきん 恐ろしい、 恐ろしい。 飢えて 死ぬ と磔 とどち 

らが ええ じ やろ 

勘 五郎 じ や、 俺 は、 急ぐ けにな、 みんな 帰ったら、 



よこして くれん かのう。 村の 集りに はずれる と 後が 

悪い ぞ。 

おきん ええ わ、 わかった。 甚 三と 甚 作と を 探して、 

すぐ やる けにな。 

勘 五郎 じ や、 ええ か。 暮 六つまでに は、 集 るん じ や 

ぞ。 

(勘 五郎 去る。 おきん、 不安ら しく 考え込み 

たる 後 兄弟 をたず ねるべく、 つづいて 退場す 

る。 —— 間 —— 牛小屋に 物音が する。 やがて、 

この 家の 長男の 甚兵衛 が、 そこから 現れる。 

つぎはぎした 膝まで しか 来ない 着物 を 着て い 



る。 憔悴して いる。 右 脚 はなはだしく 短く、 

ちんば を 引く。 ひそかに 周囲 を 見回した る 後 • 

台所に 忍び寄り、 鍋の 蓋 を 開け、 まだ 半煮え 

の 大根 を、 がつがつ 貪り食う。 しばらく する 

と、 背負 籠 を 肩に したる 次男 甚吉、 表から 帰つ 

て 来る。 兄が 大根 を 食って いるの を 見つけ 

る) 

甚吉 何す る だ！ この 泥棒 猫め！ 

(兄の 襟 筋 を 握み 引きずり 出す) 

甚兵衛 (やや 愚鈍ら しく) われ こそ 何す る だ！ 何 

する だ！ 



甚吉 おのれ、 おつ 母の 目 を 掠めて 盗み食い をし やが 

る。 われに、 大根 を 食わせて たまる け。 

甚兵衛 わしゃて、 大根 食いたい だ。 この 大根 作った 

の は 俺 じ や。 

甚吉 何 を 世迷言い うだ。 作った の は、 われで もな、 

この 家 や、 畑 はおれの 物 じ ゃぞ。 この 畑に できる も 

の は みんな 俺の 物 じ ゃぞ。 

甚兵衛 何い うだ。 新田の 藤兵衛 伯父が いうた。 われ 

は 長男 じ やけに な、 みんな われの 物 じ やい うて。 

甚吉 (激しく こづき 回しながら) 不具者の くせに 何 

いう だ。 爺さんが、 生きて いたと きに、 庄屋 様に 願 



うて 家屋敷と も 俺の 物に なって いるの だ。 われ は 牛 

小屋で くすぶつ てり やい いんだ。 不具者の くせに、 

出しゃばる なよ。 (激しく こづき 回す) 

甚兵衛 (激怒し) おつ 母と 兄弟 三人と で 共謀 しゃがつ 

て、 長男の わしの 物 を みんな 取って いるの だぞ。 こ 

うち 

の 家の 縁の下の 塵まで わしの 物 じ や。 

甚吉 何 を、 阿呆く さいこと をい いやが るん じ や。 

(さらに 激しく、 こづき 回す。 甚 兵衛、 こづ 

かれながら 手 を 振り上げて、 甚吉の 顔 を 殴つ) 

甚吉 おのれ、 殴ち やが つたな。 

(二人 激しく 格闘す。 甚兵衛 も、 絶えず 圧迫 



されながら、 抵抗 をつ づける。 そこへ 母と 一 

緒に 兄弟 一 一人 帰って くる) 

甚三 吉 兄い。 どうし たんじ や。 

甚吉 (甚 兵衛を 押えながら) この 不具者め がな、 今 

鍋の 大根 を、 盗んで 食うて いやが るん じ や。 それで 

な 俺が 怒鳴りつ ける とな、 俺に 食って かかり やが つ 

てな、 俺の 顔 を 殴ち やが つたん じ や。 

かたわ 

おきん 本当け い。 この 阿呆の ど 不具め。 大根 や こし 

お前の 口へ 入る もの じ やねえ だぞ。 お前なん かに、 

粟の 飯 一杯 も 惜しい けどな、 同じ 人間の 皮 被ぶ つて 

るけ にな、 毎日 一 ずつ 恵んで やっと るん じ や。 そ 



れを 有難い とも 思わんで よう もよう も 盗み食い しゃ 

がった。 士 口、 根性 骨に しみる ほど どやし つけて やれ。 

甚三 おつ 母、 昨日 畑の 大根 取った の もこい つか も 知 

れん ぞな。 

おきん そうじゃ。 そうじゃ。 それに 違いない。 みん 

なして、 牛小屋の 中へ 追い込ん でな。 

甚兵衛 (まったく 抵抗力 を 失いながら) なん ぼ 不具 

じ やとて 長男の 俺 を 牛小屋へ 住 わせて、 粟の 飯た つ 

た 一 杯ず つ あてごう て ：：： 。 

おきん 何い ぅぞ。 この 飢饉の 時節に、 粟の 飯 一杯 

じ やとて、 惜しい ぞ。 士ロ、 その 頰 げた 一 つ ひねって 



やれ。 

(甚吉 は、 いわれた 通りに する) 

甚兵衛 ああ 痛い！ 痛い！ 

おきん さあ、 皆して、 W リ 込んで しまえ！ これ か 

らは、 粟の 飯 ももった いない や。 水 だけで たくさん 

じ や。 

(三人 は、 母に いわれた ごとく 甚兵衛 を 手 込 

めに して、 牛小屋へ 入れる) 

甚兵衛 どうす る だ！ 何す る だ！ われた ち！ こ 

の 兄 を どうす る だ！ 

甚吉 何が、 兄 だい！ われの ような 不具の 阿呆 を 誰 



が 兄に 持つ ものけ。 

甚兵 |S どうす る だ！ どうす る だ！ 

甚三 (次兄に 加勢しながら) ええ、 黙って、 この 中 

にす つ こんで おれ！ 

甚作 (同じく 手 を 貸して、 担ぎ上げながら、 二人の 

兄のより は、 やや 優しく) 盗み食い や こしす るけ に、 

こなな 目にあう のじ や。 おとなし ゆう、 小屋の 中へ 

入って いるが え えぞ。 

もが 

(三人、 豌 いている 甚兵衛 を、 牛小屋の 中へ 

担ぎ込んで しまう) 

甚兵衛 何す る だ！ どうす る だ。 (叫びながら、 担 



ぎ 込まれる) 

おきん 出られな いように 戸 を 閉めて、 しんば り 棒、 

こうと け。 明日から 粟の 飯 一杯 もやらん ぞ。 (やや 

声 を 低めて) 今時、 死んだ とて、 誰も 不思議が り や 

せん わい。 

(甚 吉、 戸 を 閉め、 棒 を 探して きて、 しんば 

リ棒を かう。 この 前より、 周囲が ようやく 暗 

くな リ 始める) 

おきん 士ロ、 きいた か。 綾 郡に 一揆が 起った という こ 

と を。 

甚吉 きいた とも。 御城 下で えらい 騒ぎ じ や。 香 東 川 



して わしに 心配させる でね えぞ！ 

甚吉 じ や、 ぼつぼつ 行こう か。 

おきん 飯 食うて からにせ い。 評定が、 長び く かも 知 

れんけ に。 

甚吉 ああ、 ど 不具め と、 取り組み 合うて、 えらい こ 

とお 腹 を 空かせた ぞ。 

おきん (台所へ 入り、 鍋の 蓋 を 開けて 見て) あの 阿 

呆め！ 三 切れ も、 食 いやがった。 われらに、 一切 

れず つやろう 思 つ ていたら、 当らん ようにな つ た ぞ- 

(兄弟 三人、 台所に 腰 を かけ、 粟 飯 を 茶碗に 

盛りながら、 大根 を 鍋より はさみ 出しながら 



食う) 

甚三 一揆 も、 やって いると き は、 景気が ええが のう。 

後で また、 磔ゃ打 首が 二、 三十 人 は あるべ い。 

おきん 触らぬ 神に、 崇リ なし じ や。 なるべくなら、 

誰も 出んで 済む とええ がのう。 

甚作 そう もなる まい。 村で 加担 するとな ると、 家で 

は 若い者が 揃つ とる けにのう、 一人 二人 は 出ねば な 

るまい。 

(この 前より、 周囲が ほの 明るく 騒がしくな 

る。 遠方が、 火事で も あるよう に 明るくなる。 

雑音が だんだん 高くなる。 遠い 寺の 鐘が 鳴り 



始める) 

甚作 (駆け出しながら) なん やろう。 なん やろう。 

火事 かしら。 向う が 真っ赤 じ や。 

甚吉 ええ、 なんじ やと。 (出て くる) ほほう。 赤い な- 

ど うしたん じ やろう。 ど こぞで 火事 を 出した のか 知 

らん。 

おきん ええ、 火事 じ やと。 (出て くる) 

(甚三 も 出て くる。 親子 四 人と も、 遠方 を 見 

て、 不安に 襲われる。 寺の 鐘 激しく 鳴る。 牛 

小屋の 戸が ガタ ガタ 動く) 

甚兵衛 の 声 開けて くれ！ 開けて くれ！ 



甚吉 阿呆め！ お前 は、 そこです つ こんで おれば、 

ええ じ や。 

(村 中が、 ますます 明るくなる。 人声が 嵐の 

ように 高まって くる。 犬が けたたましく 吠え 

る。 寺の 鐘が 默々 と 鳴る。 甚作 駆け出す。 や 

がて 帰つ てく る) 

甚作 (蒼くな つて、 帰って くる) えらい こっち や！ 

えらい こっち や。 街道 筋 は 一面の 炬火 じ や。 

甚吉 え、 なんじ やと。 

(このと き、 ニ揆じ や！ 一揆 じ や！ 一 

揆が 来た ぞ！」 という、 叫びが 遠く 近く 聞え 



てく る) 

おきん ああとう とう、 来たん じ やのう。 恐ろしい こ 

とに な つたのう。 

甚三 御城 下 を、 夜討ちに する じ やのう。 

おきん まさか、 こち とらに、 仇 はしゃす まいのう。 

甚吉 何、 そな な 心配が ある もんか。 一 揆 はこち とら 

の 味方 じ やない か。 

おきん われら、 みんな 隠れ とれ！ 加担 人 させられ 

たら、 麦が 難儀 じ やけに。 

甚吉 まだ、 ええ。 まだ、 ええ。 こっちへ 来る のに は 

間が ある。 



(このと き、 村人の 一 人、 あわただしく 駆け 

てく る) 

甚吉 おおわれ や、 藤 作 じ やねえ か。 

藤 作 おお。 この 村 も、 加担 じ ゃぞ。 ええ か。 一軒で 

一人ず つ、 人数 を 出 すんじ ゃぞ。 ええ か。 炬火と 竹 

槍と を 用意し とげ。 ええ か。 後から、 一 揆の 統領が 

回って 来る けにな。 

甚吉 (蒼白に なりながら) 合点 じ や。 

藤 作 加担の 村が、 二百 十二 力 村に なった ぞ。 夜更け 

にお 城下へ 押し寄せて、 御 家老た ちの 家 を 叩き壊す 

いうと るぞ。 はよう、 用意せ い。 ええ か。 わかった 



甚吉 わかった。 わかった。 

(藤 作、 駆け 去る) 

おきん (狼狽しながら) どうしょう。 どうしょう。 

甚吉 仕方が ねえ。 わし 行く ぞ。 

あと つぎ 

おきん 阿呆い うな。 後嗣のお 前に 万一 の ことがあつ 

たら どうす るん じ や。 われ は 行 くんじ やねえ。 

甚三 兄貴 は、 家に いるが ええ。 わしが 行く だ。 わし 

、、ゝ 

力 

おきん われ も 行く でね え。 加担して、 後で 打 首に で 

もな つたら、 どうす る だ。 



甚三 そな な 心配が いる もんけ。 何 万と いう 人数 じ や 

もの。 ただつ いて 行った だけで 打 首に なんか、 なつ 

て堪 るけい。 

(急に 炬火の 火が 近づいて くる。 一揆ら が 近 

づ いてきた 物音が きこえる。 寺の 鐘、 段々 と 

鳴りつ づける) 

おきん こちらへ 来る だ。 こちらへ 来る だ。 われら、 

みんな 隠れ とれ。 おつ 母が、 ええよう にす る だ。 わ 

しに 委しと け。 わしが、 ええよう にす る だ。 わしが、 

われら、 誰も 行かんで ええよう にす るけ に。 

甚吉 阿呆い うな！ おつ 母の ような 年寄、 委しと け 



るけ。 

おきん ええ、 黙つ とれ、 お前ら は。 入つ とれい うた 

ら、 入つ とれ。 入つ とれ。 

(おきん、 息子た ち 三人 を 押し込む ように、 

奥に 入れる。 そして、 台所へ 行く。 出刃包丁 

を 持って、 母屋と 牛小屋の 間から 奥底へ 行く 

と、 炬火の 薪と 手頃の 竹竿 を 持って 出て くる。 

先端 を、 出刃で とがらせる。 それから、 牛 小 

屋の 戸の しんば リ棒を はずす。 このと き、 覆 

面 をし 手 槍 を 持った 一揆の 首領 二人、 炬火 を 

持った 多くの 一 揆に 囲まれながら、 出て くる。 



村人 勘 五郎が、 案内して いる) 

勘 五郎 (首領に) へえ。 この 家に も 男手が、 ござい 

まする。 

首領の 一 人 わし は、 綾 郡 さる 村に 住む 郷士 じ や。 今 

度 諸人 助けの ために、 御 年貢米 御免の 嘆願の 一 揆を 

起した 者 じ や。 同心 か 不同 心 か、 どちら じ や。 同心 

する において は 道々、 所々 在々 の大 百姓の 家 を 叩き 

壊して、 金銀 米穀 を 分けて やる。 

他の 一人 同心なら、 同心の 印に 加担 人 一人 を 出せ。 

不同 心なら すぐ この 家 を 叩き壊す。 その 方た ち を 打 

ち 殺す。 どちら じ や。 



おきん (震えながら) へえい、 へえい。 同心で ござ 

いますと も。 わした ち 小百姓に は、 救いの 神様で ご 

ざり ます。 ありがとう ございます。 おありが とうご 

ざいます。 加担 人 を 出します とも。 (牛小屋の 前へ 

進み 戸 を 開ける) おお、 甚 兵衛、 お前、 そな な 所へ 

隠れて いないで 出て こい や。 何も 恐い こと あり やせ 

ん。 わした ちの 難渋 を 救うて 下さる 神様 じ や。 早う 

出て こい。 

(甚兵 衛の手 を 握んで 引きずり 出す) 

おきん さあ！ これ を 持って な。 このお 方た ちの 後 

からつ いて 行け！ 



(竹槍と 炬火 を 渡す) 

甚兵衛 わし は 恐い。 わし は 恐い。 

おきん 何 をい ぅぞ。 お前、 ぐずぐず いうたら、 竹槍 

で 突き殺される ぞ。 (竹槍 を 強いて 押し付けながら) 

はよう、 しっかり 持たん けいな。 

甚兵衛 わしゃ 恐い。 恐い。 

首領の 一人 臆病者め！ 恐がる こと はない。 一揆の 

人数 は 綾 郡 宇多 郡 を 合せて、 五 万 三千 人 じ や、 なん 

の 恐い ことがある もの か。 

おきん うんと 叱っても らいたい でのう。 これ は 生れ 

つきの 臆病者で な。 (甚 兵衛 に) さあ、 しゃんとして 



行って 来い。 この 方々 について 行く と、 白い 飯が、 

なん ぼで も 食べられる ぞ。 

(甚 兵衛、 その 言葉に 少しく 元気 づき、 三、 

四 歩 歩く) 

かたわ もの 

首領の 他の 一人 その 者 は、 不具者 じ やない か。 

おきん なんの 不具者で もな、 山 や 野良の 働き は 人 一 

倍で な。 他人の 二倍 もの 仕事し まする でな。 ちんば 

引いても 走る の は、 人一倍 じゃぞ な。 

勘 五郎 おきん さん、 甚吉 は、 どうした だ。 

おきん さっき もい うた じ やない か。 御城 下へ 松葉 売 

りに 行って な、 まだ 帰って来ん のう。 



首領の 一人 不具者で もよ い。 詮議して いて は 手間 ど 

る！ さあ、 次の 家へ 案内され い。 

勘 五郎 さあ、 こちらへ おいでなさい。 

首領の 他の 一 人 (甚 兵衡 に) 後から ついて 来い。 は 

はは はは、 山 本 勘 介と いうちん ばの 軍師が 昔あった。 

お前 もうん と 働いて くれ、 はは はは。 その代り、 白 

い 飯で もなんでも 食わして やる ぞ。 (歩き 出す) 

甚兵衛 (やや 遅れて 恨めしげ に) わし を 打 首にする 

つもり かの。 

おきん 何 をい うだ！ お前に、 たんと、 白い 飯 を 食 

わして やりたい のじ や。 はようと つと とついて 行 



ナ！ 

(甚 兵衛、 愚鈍な 顔に も、 母親 を 恨めしげ に 

見返りながら、 竹槍 を 杖に ついて、 よたよ た 

と 出て ゆく。 おきん、 胸 を 撫で 下しながら、 

後 を 見送って いる。 兄弟 三人、 奥の 問から 出 

て 母親の 後へ、 そっと 忍んで くる) 

甚吉 お つ 母！ 

おきん おおびつ くりした。 

甚三 うまく やった な あ、 おつ 母。 

おきん ま まは はま。 

甚吉 ほん まに うまく やった の。 あの 不具者が、 竹槍 



おきん どうじ や。 年が寄っても、 こなな もの じ や。 

ま ま ま ま ま 

兄弟 三人 あは はは は。 

甚吉 あの 不具者め。 あは はは はは。 

親子 四、 あ は はま ま まは はま ま。 

—— 幕 11 

第二 幕 

第一 幕より、 十日ば かり を 経た る ある 日の 夜、 

弦 打 村 庄屋 茂 兵衛の 家の 広間。 村人た ち 縁側に 



も 庭に も 満ちて いる。 座敷に は、 ところどころ 

に 百 目 蠟燭が 燃えて いる。 庭に は、 篝 火が 三 力 

所ば かりに 焚かれて いる。 人数の 割合に 静粛で 

ある。 みんな 不安と 恐怖と に 囚われて いるの が 

わかる。 

村 年寄 甲 (縁側に 立って 見回しながら) もう 皆 集つ 

もと つ 

たかのう、 本 律の 吾作 は 来た か。 

村人 一 来た だ。 ここに 来て いる ぞ。 

村 年寄 甲 新田の 新吉は 見えん のう。 

村人 二 まだ 来と らんが、 さっき 来る ときに 誘う とな、 



な。 

村人 六 えらい、 災難 じ やのう。 

勘 五郎 ええ こと は、 二つない わ。 一揆のお かげで 御 

年貢 御免に なった かと 思う と、 すぐ こなな 無理な 御 

詮議 じ や。 一 昨 Ii、 御坊 川で 一 揆の 発頭人 も磔に 

なった というから、 下手人が 出たら 磔は 逃れん のう。 

(一座、 しんとして しまう。 その 時 甚兵衛 が、 

末弟の 甚 作と 一 緒に 来る) 

村人 七 ああ 甚兵衛 どんが 来た。 甚兵衛 どんが 来た。 

村人 四 相 変らず、 にこに こしと る わい。 あの人 は、 

他人に は、 いつも 愛想が ええ わ。 



(甚 兵衛、 蒼白な 顔に 微笑 を 堪え、 皆に ぺこ 

ぺこ頭 を 下げて、 隅の 方へ 座る) 

村人 八 甚兵衛 どん。 遅かった のう。 

甚兵衛 (黙って うなずく) …… 。 

(甚 作、 甚兵衛 に 寄り添うて 座ろうと する) 

村人 七 甚作、 わり や、 何し に 来た だ。 

甚作 おつ 母が、 ついて 行けい うけに。 

村人 七 何 やって、 おつ 母が そんな こと をい うんじ や。 

今日の 集り は、 一揆に ついて 行った もの だけの 集り 

じ ゃぞ。 

甚作 じ やけど もな、 おつ 母が、 兄 や は 少し 足らん け 



にな、 寄 合の 席へ や こし、 一人で やる の は、 心 元な 

いいう けにな。 

村人 七 えろう、 勝手な こと、 いいやが る やつ じ やの 

う。 そな な 心 もとない 甚兵衛 を、 どうして また、 一 

揆 にや こし 一人で 出したん じ や。 あんまり、 得手 勝 

手な こと をして いると 天罰が 恐ろしい ぞと、 おつ 母 

にいって やれ。 

甚作 (言葉 もな く 黙して しまう) …… 。 

勘 五郎 ほん まじ や。 おつ 母に な、 少しい つて やれよ。 

あんまり ひどい こと を するとな、 人間が ゆるしても、 

神様が 許さん ていうて な。 



(甚作 は、 顔 を赧ら めて、 さしう つむいて し 

まう。 甚兵衛 はに こに こ 笑って いる) 

村人 九 ああ、 街道 筋に 提灯が 見える ぞう。 庄屋 どん 

たちが、 帰つ たんじ や。 

村人 十 おお 見える。 迎えに 行こう。 

(一座 緊張して、 待って いる。 やがて、 迎え 

に 行った 村人が、 悄然と して 帰って来る。 そ 

れに 続いて 庄屋と 名主と が銘々 手錠 を 入れら 

れ、 郡 奉行の 役人た ちに 守られて、 首 をうな 

だれて 帰って来る。 一座 仰天す る) 

村人た ち (口々 に) どうし たんじ や。 どなな おとが 



めで そな な 目に おうたん じ や。 

村 年寄 甲 茂兵衛 様、 一 体 これ はどうし たんじ や。 

茂兵衛 子細 は あとでお 話しす る。 まず、 おしずまり 

下さい。 

村 年寄 甲 おおしず まると も。 皆 静かに せ。 村の 一 大 

事 じ やけに、 みんな 静かに して くれ。 

(村 年寄た ち、 庄屋 を 庇うて、 座敷へ 上げ、 

郡 奉行の 役人た ち を 案内す る。 庄屋 正面へ 出 

る。 村人た ち、 水 を 打った ように 静かになる) 

茂兵衛 (老眼 を しばたた き 一 座 を 見回しながら) か 

ような 姿で、 御 一 統 にお 目に かかり 面目のう ござる。 



茂兵衛 そう、 おせきな さるな。 話すな というても、 

話さずに はおられん ことじ や。 実はな 今日 新 郡 奉行 

筧左 太夫 様のお 役宅へ 出た のじ や。 ところが、 御 

奉行 様の 仰せら るるに は、 お 上が 今度の 一 揆に 対し 

ての 御沙汰 は 恩威 並びに 行う という 御 趣意 じ やと、 

こう 仰せられる のじ や。 それでな、 年貢米 は、 嘆願 

によって 免除す る 代りに、 一揆の 発頭人 は、 一昨日 

御坊 川で 磔 にした。 また、 松 野 八 太夫 様に 礫 を 打つ 

た 下手人 は、 草 を 分けても 詮議 するとこう 仰せられ 

るの じ や。 

( 一 座から 激しく 嘆息が きこえる) 



それでな、 御 奉行 様の 仰せら るるに は、 一 揆が香 

東 川の 堤に さしかかった 時 は、 弦 打 村の 百姓が、 真つ 

先だろう とお つ しゃる のじ や。 

村人た ち (口々 に) それや、 噓じゃ …… なん ぼ 奉行 

様の 仰せで も、 それ は 間違う とる。 大間違い じ や。 

…… 大間違い じ や。 

(村人た ち 口々 に 打ち消す) 

茂兵衛 まあ！ 黙って 聞いて 下され。 一揆の 発頭人 

たちが、 そう 白状した と 御 奉行 様が 仰せられて いるの 

じ や。 

村人た ち (銘々 嘆息す る) …… 。 



知れない ぞ、 とこう 仰せられる のじ や。 

(嘆息 嗟嘆の 声高し) 

茂兵衛 その上、 詮議 中 その 方た ちに 手錠 を 申し付け 

ると いう 御沙汰で、 この 有様 じ や。 (激しく しばた 

たく) それでな、 わしが 思う に、 あの 騒動 中に 誰の 

打った 礫が、 松 野 様に 当った か、 打った 当人に も わ 

かる もの じ やない と 思う。 が、 御 一統のう ちで 礫 を 

打った 心覚えの ある 人 は 五 人 や 十 人 は あると 思う。 

その 中で な、 村の 難儀 を 救って やろうと 思う お 人 は、 

名乗って 出ても らいた いんじゃ。 



( 一 同 水 を 打った ように 静まり かえって しま 

う) 

茂兵衛 御 一統のう ちで な、 礫 を 打った 覚えの ある 人 

は、 村 一統 を 救う と 思うて な、 名乗り出て もらいた 

いんじゃ。 

村 年寄 甲 難儀な ことにな つた もの じ やのう。 

村 年寄 乙 恐ろしい 災難 じ やのう。 

名主 一 皆さん、 今き かれる 通り じ や。 御 奉行 様 は、 

またこう 仰せられた。 下手人が、 相 知れぬ ときには、 

村 一統の 者 をく くり 上げて、 あくまでも 礼 明す るつ 

もり じ やとのう。 



( 一 同 顔 見合わせ 蒼白に なって しまう) 

村人 五 わし は、 左の 手に 炬火 を 持ち、 右の 手に 竹槍 

を 持って いただけに、 礫 を 投げよう たって 投げられ 

やせなん だ。 

村人 二、 三 わしゃって そうじゃ。 

村人 四 わしゃって そうじゃ。 わし は、 松 野 様のお 馬 

が 見えた とき、 す こ 飛びに 逃げた わ。 

村人 七 わし は、 またず つと 後れて いたけ に、 松 野 様 

のお 馬 はおろ か 御 家中の 姿 や こし、 まるで 見かけな 

かった わ。 

勘 五郎 おいおい みんな、 自分の 身の 明し を 立てる よ 



り も、 今 は 村の 難儀 を 考える とき じ ゃぞ。 

藤 作 そうじゃ、 よういった。 よういった。 自分の 身 

一 つ 逃れる よりも、 村の 難儀 を 逃れる 工夫 をす るの 

が 肝心 じ や。 

茂兵衛 (それに 力 を 得た ごとく) そうじゃ、 今 勘 五 

郎 どの や、 藤 作 どのの いわれる 通り じ や。 この 村に 

お 奉行 様の 姿 を 見かけて、 石 を 投げ 打つ ような、 大 

それた 暴れ者のお らんこと は、 わしが 誰よりも、 よ 

う 知つ とる。 が、 時の 災難で、 不祥な 嫌疑 を 受けた 

の を 不運と 諦めて、 村 一統 を 救う つもりで 誰ぞ、 名 

乗って 出ても らいたい のじ や。 …… (間) …… そう 



いったと ころで、 おい それと 名乗って 出られる もの 

でない。 命う 放り出す のじ やけに のう。 が、 昔 佐 倉 

領の宗 五郎 様 は、 自分の 命 を 投げ出して、 百姓 衆の 

命 を 救うた けに、 今でも 神様に 祭られて いる。 誰ぞ 

自分の 身 一 つ 投げ出し、 村 一統の 難儀 を 救うて くれ 

る 人 はない か。 

( 一 座、 寂と して 声な し。 ただ、 嗟嘆の 声が 

洩れる のみ) 

茂兵衛 御 一統、 誰も 石 を 投げた 仁 はない か。 

名主 一 ええない か。 誰ぞ、 石 を 投げた もの は、 おら 

んか。 石 を 投げた 覚えの ある 人 は その 石が 松 野 様に 



中った と 諦めて、 名乗って 出て くれ。 

茂兵衛 どなた もない か。 

( 一 座、 顔 を 見合わす のみ。 一 人 も 声 を 発す 

る ものな し) 

茂兵衛 それならば、 しょうがない。 是非に 及ばぬ こ 

とじ や。 村 一統 知らぬ 存ぜ ぬで、 どなに ひどい 責苦 

にで も かかる のじ や。 その代り、 みなも その 覚悟し 

てな、 入牢の 腹 を 決めて 下されな。 俺 も、 ことによ つ 

て は、 磔に でもなん でもなる 覚悟 をす るけ にな。 

(皆 凄惨な 気に 打 たれる。 そして 動揺して、 

口々 に 眩き 出す) 



村人 五 藤 作、 わり や 石 投げた じ やねえ か。 

藤 作 (驚いて) 滅相 もない こと、 ぬかすな。 われ こ 

そ 真っ先に 行った けに、 石 投げた じ やねえ か。 

村人 五 何 をぬ かす、 この 阿呆め。 

藤 作 お前 こそ 何ぬ かす だ！ 

(二人 まったく 握み 合いに なろうと して、 傍 

人から 止められる) 

村 年寄 甲 誰ぞ 村の 難儀 を 救う 人ない か。 あの 騒動の 

とき 石 投げた 人 はない か。 

村 年寄 乙 村の ために、 誰ぞ 出て くれい。 誰ぞ 出て く 

れ。 



( 一 座 また 静まって 声 を 発する ものな し) 

茂兵衛 じ や、 皆 覚えがない というなら、 わしゃ、 そ 

ういって お 奉行 様に、 お 返事 申し上げる ほか はない 

ぞ。 念のため にもう 一 度 だけ、 きこう、 あの 騒動の 

ときに、 誰 ぞ石を 投げた もの はない か。 あの 騒動の 

ときに、 誰 ぞ石を 投げた もの はない か。 石 を 投げた 

人 は 村の ためじ やと 思って 出て くれ。 

(甚 兵衛 は、 最初より 茫然と して、 人々 の 話 

をき いていない。 ただ 庄屋の 最後の 声が 大き 

いので、 ふと 耳 を かたむける) 

村 年寄 甲 さあ、 今 じ ゃぞ、 石 を 投げた 覚えの ある 人 



は 出て くれ。 

村 年寄 乙 村 を 救うて くれる のなら、 今 じ ゃぞ。 今 出 

てく れんと、 村 はえら い 難儀に な るん じ や。 

(村 年寄の 絶叫す る 声 を 聞いて、 甚兵衛 むく 

むくと 立ち上る。 甚作 驚いて 制止し ようとす 

る) 

甚兵衛 なん やと、 騒動のと きに、 石 を 投げた 者ない 

かいうの け。 

村 年寄 甲乙 そうじゃ。 そうじゃ。 

甚兵衛 (子供の ごとく 無邪気に) わしゃ 投げた ぞ。 

村 年寄 村人た ち ええ、 甚兵衛 どん。 お前 投げた か。 



甚兵衛 投げた とも。 わしゃ 二つ 投げた ぞ。 

村 年寄 村人た ち ほん まか。 ほん まか。 (驚喜す) 

甚作 (駆けよ つて) 兄 や、 何い うんじ や。 

(おどろいて 兄の 口 を 制せん としながら い 

う) 

甚兵衛 (うるさ そうに、 弟 を はねのけながら) ええ 

あっちへ いとれ。 わしゃ、 投げた ぞ。 おまけに、 一 

つの 方 はこな なでつ かい やつ じ や。 藤 作 どん。 われ 

も 投げて いた じ やない か。 勘 五郎 どん、 われ も 投げ 

ていた じ やねえ か。 

勘 五郎 (愕然として) 滅相な、 わり や 何 をい うだ。 



藤 作 (同じく) ほん まじ や。 人違いして 何い うだ。 

甚兵衛 そうけ。 人違いだった か。 わしゃ 皆 投げて い 

たけに、 わし も 真似して 投げたん じ や。 

勘 五郎 (なお 震えながら) 滅多な ことい うな。 そり や、 

皆 他村の 衆 じ や。 

甚兵衛 そうけ。 

甚作 兄 や、 わり や、 何も 知らないで、 そ ななこと い 

うが、 いうと たいへんな ことになる ぞ よう。 今の 噓 

じ やといえ、 早う いえ！ 

甚兵衛 噓じ やねえ。 われ こそ、 何い うだ。 早う 家へ 

帰つ とれ！ 



甚作 よし、 帰って おつ 母に いって やる。 

(甚作 飛ぶ ように 駆け 去る) 

茂兵衛 甚兵衛 どの、 こっちへ ござつ しゃれ。 

甚兵衛 おうなん じ や、 庄屋 どん。 

茂兵衛 おぬし、 石 を 投げた に 相違ない か。 

甚兵衛 おう、 投げた とも。 一 つ はこな にで つかい や 

つじ や。 

茂兵衛 誰 を 目当てに 投げたん じ や。 

甚兵衛 誰彼な しじ や。 わしゃ、 皆が 投げて いたけ に 

一 緒に 投げたん じ や。 

茂兵衛 甚兵衛 どの。 おぬし は、 この 村の 難儀 を 救う 



て くれる か。 

甚兵衛 わしゃ、 何が なんだか 知らね えだ。 

茂兵衛 おぬしが、 松 野 様に 石 を 投げた というて くれ 

ると、 この 村の 者が、 みんな 助かる のじ や。 この 村 

の 者 は、 お前 を 神様の ように、 一 生 あがめる のじ や。 

どうじ や 松 野 様に 石 を 投げた というて くれる か。 

甚兵衛 わし は、 なんだか 知らね えが、 ええ だと も。 

村人た ち (口々 に) 甚兵衛 どん、 拝みます ぞ。 拝み 

ます ぞ。 お前さんの 恩 を、 一 生涯 忘れん ぞ。 

甚兵衛 わし は、 そういうて くれる と、 嬉しいだ。 嬉 

しいだ。 こなな 嬉しい こと は 生れて 初めて だ。 



(快く 微笑す) 

茂兵衛 (役人た ちの 方へ 向いて) おききの 通りで ご 

ざり まする が、 この 者が 松 野 様に 石 を 投げた に 相違 

ござり ませぬ。 

役人 少し 愚鈍の 者と 見える が、 申立てに は 誤り は あ 

るまい な。 

茂兵衛 愚鈍と は 申せ、 至って 正直者に ござり まする。 

役人 よし、 役所に 召し つれて、 よく 調べる であろう。 

甚兵衛 とやら に緦 打て！ 

(この 時、 甚吉 たち 三人の 兄弟、 あわただし 

く 駆けて くる) 



甚吉 (甚 兵衛 に、 飛びつ いて 引き 据える) この 阿呆 

め！ 何い うだ。 何 をろ くでもな いこと を 喋 るんだ- 

親兄弟の 首に、 緦 がか かるの を 知らん のけ。 

甚兵衛 何す るんだ。 何す るんだ。 わしゃ、 石 を 投げ 

たんじ や。 投げたん に違いないん じ や。 

甚吉 何ぬ かす。 この 阿呆め！ 

(甚 兵衛を 叩こうと する。 村人 七、 八 止める) 

村人 七、 八 何す るん じ や。 仮にも、 兄た る ものに、 

手 を かける やつが あるけ。 

甚吉 お前さんた ちじ や。 お前さんた ちじ や。 こなな 

阿呆の いう こと を 取り上げて、 こなな 阿呆 を 下手人 



んじ や。 

村人た ち そうじゃ。 そうじゃ。 

甚吉 (甚 兵衛に 取りす がって) 早う、 いうた こと を 

取り消せ。 松 野 様に、 石 を 投げた というと、 お前 磔 

じ ゃぞ。 

甚兵衛 (さの み 驚かず) 磔じ やとて ええ わ。 村の 衆 

が、 みんな 欣んで くれ るん じ や もの。 

甚吉 阿呆め！ 俺の いう こと をき いて、 早う 取り消 

せ。 早う、 取り消せ。 お前の ためにい つて や るん 

じ ゃぞ。 

甚兵衛 あは はは。 わしの ため！ あは はは。 わし 二 



十九になる けど、 お前が わしの ために、 ええ ことし 

て くれた こと 一 つも あり やせん。 

甚吉 ええ 何ぬ かす。 この 阿呆め。 …… お 庄屋 様、 お 

役人 様。 兄の 申す こと は、 みんな 噓 でな。 こり や、 

阿呆 じ や。 足らん のじ や。 こなな ものの いう こと、 

お取り上げ になって は 困ります る。 お願いで ござり 

まする。 (座って 狂気の ように 頭 を 下げる) 

甚兵衛 (弟に ならって 頭 を 下げながら) お 庄屋 様、 

お 役人 様。 ほん まじ や。 わし は、 こなな でっかい 石 

投げたん じ や。 馬に 乗った お 武士が 来たけ にのう、 

それ を 目が けて、 こなな でっかい 石 投げたん じ や。 



甚吉 何い うだ。 この 阿呆め。 お前の ような 不具者に 

石が 投げられ るけ。 

甚兵衛 何い うだ。 お前 は 一揆に ついて 来ん じ や もの。 

わしが した ことが お前に わかる け …… 。 わしゃ こな 

なでつ かい やつ を …… 。 

甚吉 (兄に 握み かかる) 何ぬ かす …… 。 (村人た ち、 

甚吉を 取り 押える) 

役人 その 者 は、 何者 じ や。 

茂兵衛 甚兵衛 の 弟で は、 ござります るが、 甚兵衛 が 

愚鈍な 者で ござります ゆえに、 この ものが 家 を 取つ 

ており まする。 



役人 甚兵衛 は、 重罪の 嫌疑 じ や ほどに、 親子 兄弟 も 

免れまい。 (手下の 捕吏に) あの 者 を 召 捕りお け！ 

甚吉 それ は、 きこえません。 それ はき こえません。 

こなな 阿呆の いう こと をき いて。 こなな 阿呆が、 お 

奉行 様に 石 を 投げ 打つ ような、 そな な大 それた …… - 

甚兵衛 (網に かかりながら) わしゃ、 こなな でっか 

いやつ を …… 。 

村人た ち 甚兵衛 どの、 拝みます ぞ。 拝みます ぞ。 

甚兵衛 おおわし はな。 こなな でっかい やつ を …… 。 

役人 その 弟 ども を、 召し捕れ。 

甚吉 (口惜し 泣きに 泣きながら) わした ちまで、 難 



儀 を かける のか。 阿呆め！ ど 不具め！ 

甚兵衛 わし は、 こなな でっかい やつ を …… 。 (手で 

石の 大きさ を 示そうと する が、 もう 両手が 縛られて 

動力な レ ) 

村人た ち 甚兵衛 どん、 拝みます ぞ。 拝みます ぞ。 み 

んな 拝んで おります ぞ。 

茂兵衛 甚兵衛 どの。 わしから も 礼 をい います ぞ。 お 

ぬし を 決して 見殺しに はし ませぬ ぞ。 御領 分 中の 百 

姓 衆の 名前 を 借りて、 きっと 嘆願に 出ます るぞ。 

甚兵衛 何 をい ぅぞ。 わし は 皆の 衆に そうい われる と ■ 

ただ うれしいだ。 うれしいだ。 



甚吉 (無念の 形相で、 睨みす えながら) この 阿呆の 

ど 不具め！ 

甚兵衛 わし は、 こなな でっかい やつ をな …… 。 (く 

くられた 手 を 動かそう とする) 

(村人た ちが 感謝と 賞 嘆との 声のう ちに) 

—— 幕 11 

第三 幕 

第二 幕より 数日 を 経た る 十二月の 末。 香 東 川原 

刑場。 小石の 多い 川原に 竹矢来が 作られて いる。 



村人 六 わし はな、 甚兵衛 どんに 食べて もらおうと 思 

うて こなな もの 持って来 たんじ や。 

(竹の 皮に 包んだ 握り飯 を 見せる) 

名主 おお、 それやえ え 思い付き じ や、 甚兵衛 どん も 

飢饉で、 ろくな もの 食べと らんけ に、 欣 ぶに 違いな 

いわ。 

村人 六 わしゃ、 そう 思った けにのう、 大事な 大事な 

t み 力ね 

来年の 粗 種の 中から、 三 合ば かり 飯にたい たの じ や。 

茂兵衛 おお、 それ あええ ことして くれた。 この 茂 兵 

衛が礼 をい います ぞ。 

(この 時、 かなたより 群衆の ざわめきが きこ 



える) 

村人 一、 二 ああ 来た！ 来た！ 甚兵衛 どんが 来た。 

(群衆、 口々 に 甚兵衛 の 名 を 呼びながら、 そ 

の 方へ 波 を 打って 動く。 やがて、 裸馬に 乗せ 

られた 甚兵衛 母子が 着く。 馬から 降りる。 群 

衆の 間 を 過ぎる) 

茂兵衛 甚兵衛 どん。 わした ち は、 みんな 来て おる ぞ。 

名主 一 わした ち は、 みんな 陰ながら、 拝ん どる ぞ。 

村 年寄 二 心強う 思うて 下され や、 わした ち は みんな 

来て おる ぞ。 

村人た ち わした ち は、 みんな 拝ん どる ぞ …… 。 お前 



さんの こと 一生涯 忘れん ぞ。 あとでお 前さん を 神 さ 

んに 祭る だ。 

甚兵衛 (快き 微笑 を 含んで 村人た ちに 会釈す る) … 

茂兵衛 甚兵衛 どん。 わしゃな、 百 余力 村 を 駆けず り 

回って、 お前さんの 命乞いの 訴状に 連署して もろう 

て、 お 上へ 差し上げ たんじ やが のう。 とうとう、 お 

前さん を、 こなに してし もうたん じ や。 堪忍して 下 

され や、 な あ 甚兵衛 どん。 

甚兵衛 なに。 ええ わ。 ええ わ。 わしゃ 皆の 衆に そう 

いわれる と、 うれしいだ。 



村人た ち (口々 に) 甚兵衛 どん。 ありがとう！ あ 

りが とう！ お礼 申す だ。 お礼 申す だ。 快く 成仏し 

て 下され や。 

(甚 兵衛、 絶えず、 にこに こしながら、 矢来 

の 中へ 入る。 おきん 及び 甚吉 続いて 現れる) 

村 年寄 一 おきん さん、 お前さん も 気の毒 じ やのう。 

が、 村 一統 を 救う と 思うて、 死んで 下され や。 

おきん (憤然として) 何ぬ かしゃが るん じ や。 皆よ つ 

てた かって、 阿呆 をお だて、 無実の罪に 落して、 親 

兄弟まで、 こなな 目にあわして おきながら、 何ぬ か 

しゃが るんだ。 



甚吉 おつ 母の いう 通り じ や。 わした ち を、 こなな ひ 

どい 目にあわして おきながら、 よう も 見に 来られた 

のう。 

おきん 覚え とれ！ わし はな、 首 は 飛んでも、 七生 

まで 村 中へ 崇 つて やる からな あ！ 

村人 一 何い うだ。 みんな われた ちが、 人の ええ 甚兵 

衛を 苛めぬ いた 罰で はない か。 

村人た ち そうじゃ！ そうじゃ！ 

おきん 何！ (くくられて いながら、 村人た ちに 飛び 

かかろう とする) 

網 取りの 役人 (緦を 引きながら) 神妙に いたせ！ 



おきん (恨めし そうに 村人た ちに) 覚え とれ、 よう 

覚え とれ！ 死んだ つて、 恨み 晴らして やる からな。 

(おきん 母子、 刑場の 中へ 歩み 入る。 舞台 半 

回り、 刑場の 内部が 見える。 磔 柱が 矢来 

に 立て かけられ ている。 五 人の 囚人、 甚兵衛 

を 先に 一 列に 引き 据えられ ている。 刑吏た ち 

が 後から 入って 来る。 刑吏の 長、 床几に 腰 を 

掛ける) 

刑吏の 長 用意 整うて おる か。 

刑吏 一 万事 整うて おります る。 

刑吏の 長 それで は、 罪状 を 読み上げい！ 



刑吏 二 (声高く 読み上げる) 

弦 打 村 百姓 甚兵衛 

その 方 儀、 去る 十三 日 領内 百姓一揆 騒動いた し 

みぎり 

候砌、 右一 揆に 加担いた し、 香 東 川 堤に おいて 

上役 人 松 野 八 太夫に 投石 殺害いた し 候 始末、 

不レ恐 二 御領 主 を 一 仕方、 不届 至極に つき、 磔申 

付く る 者 也。 

同人 母 きん 

同人 弟 甚吉 



あんまり じ や。 

刑吏 この 期に 及んで、 未練 を 申すな。 本人が 白状に 

及びた る 上 は、 縁に つながる 不幸と 諦めて おれ！ 

おきん 何 おっしゃ るん じ や。 こなな 阿呆の いう こと、 

お取り上げ になった りして、 あんまり じ や。 きこえ 

んゎ。 きこえん わ。 お 上の なされ 方が きこえん わ。 

(甚 兵衛 に) この 阿呆。 

甚兵衛 (気がない ように 笑う) あは はは は。 

おきん 何が おかし いんじゃ、 この 阿呆め！ 親兄弟 

を こなな ひどい 目にあわして、 この 阿呆め！ 

甚兵衛 はは はは。 



おきん ええ、 この 不孝 者め が！ 

刑吏 一 騒がしい。 控え！ 

おきん (恨めし そうに 黙る) 

刑吏の 長 甚 兵衛！ その 方 はなん ぞ 遺言 はない か。 

甚兵衛 (微笑しながら) わしゃ、 何もない だ。 村の 

衆が、 みんな 欣んで 下さる けに、 わしゃ うれしいだ。 

うれしいだ。 

(その 時、 村人の 六、 矢来の 中へ 駆け 入る) 

村人 六 お願いで ございます。 お願いで ございます。 

刑吏 一 なんじ や。 何事 じ や。 

村人 六 お願いで ございます。 これ を 一 つ 甚兵衛 どん 



に、 食べさせて 下さり ませ。 

(竹の 皮 包の 握り飯 を 出す) 

刑吏 一 いかが、 いたしましょう。 

刑吏の 長 苦し ゆうない。 甚兵衛 に 与えて つかわせ。 

刑吏 一 (甚 兵衛に 与えながら) 村の 衆の 志し や。 快 

く 食べた がよ い。 

甚兵衛 (無邪気に 欣ぶ) ほほう。 これ わしに くれる 

ゝ 

力 

刑吏の 長 手 を ゆるめて やり！ 

(刑吏 一 、 甚兵衛 の 前腕 だけ を 自由にす る) 

甚兵衛 ほほう、 わしゃ、 こなな 白い 飯 生まれて 初め 



て じ や。 これ 食べて ええ か。 ぼん まに、 食べても え 

え か。 

刑吏 一 快く 食べる がよ い。 

甚兵衛 (うまそう に 食べながら) おお、 わし こなな 

うまい 物、 食べた ことがない ぞ。 頰っぺ たが、 落ち 

そうだ …… 。 ほん まに こなな うまい 物、 食べた こと 

がない だ …… (つづけさ まに 五つ 六つ、 食べる。 ふ 

と 母た ちに 気がつく) …… おおお つ 母、 甚吉！ お 

前た ちほし ゆうない か。 

甚吉 何ぬ かしゃが るん じ や。 阿呆め、 首の 飛ぶ 間際 

に そな な 物が 喉 を 通る け！ 



おきん ほん まに、 この 阿呆め！ どこまで、 親 をば 

かにし やが るん じ や！ 

甚兵衛 は あ …… そうけ、 嫌 か。 じ や、 わし 皆、 食べ 

て やろう。 ああうまい、 うまい、 顎が 落ち そうじゃ • 

村の 衆 ありがとう！ 

村人た ち (口々 に) 何い うと るん じ や。 よう 食べて 

くれた。 こち とらこ そ 拝ん どる ぞ。 

刑吏の 長 申し 置く ことがなければ、 母と 弟 ども を最 

期の 座へ 直せ。 

おきん (慌てて) ちょっと 待って 下され ませ。 お 願 

いで ござり まする。 



刑吏の 長 何 じ や。 

おきん 死 際のお 願いで ござり まする。 どうぞ、 この 

親不孝 者 を、 先へ 突いて 殺して 下され ませ。 せめて 

もの 腹癒せに、 不孝 者が、 磔 柱の 上で、 苦しむ の を 

見せて 下さり ませ。 

村人た ち (口々 にお きん を 罵る) …… 何 をい う 鬼婆 

め …… お前の 方から 先に 死んで しまえ …… 。 

刑吏の 長 折角の 願い じ やが、 聞き届ける こと はま か 

りならぬ。 かような 場合、 重科の 者 を 後に する のが 

定法 じ や。 それ その 者た ち を、 あれへ 引き 据えい！ 

おきん ええ 口惜しい。 こいつが、 突かれる のが 見ら 



れ ない のか。 

刑吏 三 ええ。 やかましい！ 神妙に あれへ 直れ！ 

(刑吏た ち、 母子 四 人 を 上手の 方へ 連れ去つ 

てし まう。 首 斬 役、 刀 を 抜いて その後に 従う) 

甚兵衛 (微笑 を 含んで、 その後から 見送る) おつ 母 

も 甚吉も 先へ ゆく のか。 長い間、 わし を 苛めて くれ 

て ありがとう。 ありがとう。 あは はは は。 

(首 を 斬る 掛け声、 太刀 音、 つづいて きこえる。 見物 

どよめいて 声 を 上げる) 

甚兵衛 (顔色、 やや 蒼白に なった が、 笑い を 絶た な 

い) あは はは は、 わしゃ、 胸が すっとし ただ。 わし 



をな 二十 何年 も 苛めぬ いたお つ 母 も、 甚吉 も、 もう 

あなに なって しもうた。 ああお つ 母、 甚吉、 甚三、 

甚作、 どなな 気持 じ や、 あは はは は (甚 兵衛 哄笑し 

つづける) …… 今度 はわし の番じ や。 早う 磔 にして 

下され や。 

村人た ち (急に 動揺す) 甚兵衛 どん。 ありがとう、 

拝みます ぞ。 御 恩 は 忘れ ま せんぞ …… 。 南無 阿弥陀 

仏！ 南無阿弥陀仏！ 

(刑吏た ち は 磔柱を 起し、 それに 甚兵衛 をく 

くり つけようと する) 

甚兵衛 何が 南無阿弥陀仏 じ や。 皆 喜んで、 下つ しゃ 



れ。 わしゃ、 こなな 気持の した こと はない の や。 あ 

ま ま ま 

(群衆た ちの 賛嘆、 悲嘆のう ちに、 甚兵衛 の 

笑い、 いよいよ 高くな つてい く) 
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